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平成 28年度の流域連携テーマの活動成果 

1． 流域連携テーマ 

流域連携テーマと解決手法を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2． 平成 28年度の活動成果 

 
・ごみ・川ごみ問題について全国的な活動を実施

している一般社団法人JEANおよび全国川ごみネ

ットワークを招き、ごみ問題に関する最新の知

見（プラスチックごみの被害状況、生態系への

影響等）について説明いただき情報共有を行っ

た。（第 32回海部会 WG） 

・市民団体から関係者が協働して調査、検討する

場としてのモデル河川に中部地方では矢作川を

候補にしたいとの要請があった。（第 32 回海部

会 WG） 

・愛知県が取り組むごみ学習プログラムの内容に

ついて情報共有を行った。（第 33回海部会 WG） 

・河川愛護意識（ゴミ問題への理解・草刈りや清

掃イベントの実施など）向上が期待される広域

サイクリングロード構想について、整備・利用

にあたっての意見交換を行った。（第 36 回川部

会 WG） 

・奥矢作森林フェスティバル（2016.7.16開催）に

おいて、流域圏懇談会として「三河湾の魚介類

の紹介とふれあいの場」のブースを出展した。 

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

ごみ・流木 海部会 WGを中心に実施するごみ・流木に関する検討のうち、「ごみマッ

プ」をベースにして成果を公開 

土砂 「砂の駅」構想について、イベントを実施するとともに、流域圏として

のしくみを形成 

木づかい 山部会 WG で検討されている「流域ものさし」の製作と、このプロジェ

クトを基軸とした、次世代を担う子供たちも巻き込んだ考え方の展開 

ごみ・流木 

プラスチックごみ問題の提供資料 

カードゲーム形式のごみ学習教材 

三河湾の魚介類とのふれあいの場の提供 
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・総合土砂管理における給砂実験について勉強会

を実施した。（第 37回川部会 WG、第 33回海部会

WG） 

・神奈川県山北町における森づくりによる水源環

境保全について現地を見学し、森林・ダム・土

砂の勉強会を実施する。（2017.1.28実施予定） 

・河口部の浚渫や上流域からの土砂供給の減少に

より失われた干潟・ヨシ原の再生事業について

勉強会を実施し、情報共有を行った。（第 32 回

海部会 WG） 

・「砂の駅」イベントへの活用が可能となる広域

サイクリングロード構想を検討するにあたって

の意見交換を行った。（第 36回川部会 WG） 

 
 

・奥矢作森林フェスティバル（2016.7.16開催）に

おいて、流域圏懇談会として「動く木のおもち

ゃの展示」、「根羽スギを使ったペンダントづく

り」のブースを出展した。根羽村森林組合では、

木づかいに関するイベントを年間30箇所以上開

催した。 

・矢作川流域に生育する樹木から作成した「流域

ものさし」の活用方法（矢作川流域の名刺とし

ての利用等）について、意見交換を行った。（第

35・37回山部会 WG） 

・第 6 回全体会議において「流域ものさし」の意

義や活用方法について提案を行う。（2017.2.24

実施予定） 

 

 

 

土砂 

東幡豆干潟造成箇所および既存干潟における 
底生動物生息状況の違い 

干
潟
造
成
箇
所 

種数 個体数 
干
潟
造
成
箇
所 

木づかい 

ペンダントづくりの様子 

 

動く木のおもちゃの展示 

 

流域ものさし（試作品） 

 

広域サイクリングロード構想に関する意見交換 
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